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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本自動車研究所 (JARI) から工業

標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産

業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

 



 

 

  

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
 D 1401：2009 
 

ハイブリッド電気自動車用電気二重層 
キャパシタの電気的性能の試験方法 

Electrical characteristic test methods of electric double layer capacitors  
for use in hybrid electric vehicles 

 
序文 

電子機器用固定電気二重層コンデンサの日本工業規格は存在するが，急激な充放電仕様を求めるハイブ

リッド電気自動車用電気二重層キャパシタに対して適用できる規定内容ではない。また，このキャパシタ

の電気的な性能を把握するための試験方法規格が必要となったため，この規格を制定した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，ハイブリッド電気自動車のピークパワーアシスト用電気二重層キャパシタ単セル（以下，

キャパシタという。）の電気的性能の試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）は適用しない。 

JIS C 60068-1 : 1993 環境試験方法－電気・電子－通則 

注記 対応国際規格：IEC 60068-1 : 1988，Environmental testing. Part 1: General and guidance (IDT) 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

基準温度 (reference temperature) 

試験時に基準とする温度 (℃) であって，JIS C 60068-1 : 1993 の 5.2 に規定する 25 ℃±2 ℃。 

3.2 

周囲温度 (ambient temperature) 

キャパシタの置かれている周囲の温度 (℃)。 

3.3 

カテゴリ上限温度 (category upper temperature) 

設計時に決定した最高使用温度 (℃)。 

3.4 

カテゴリ下限温度 (category lower temperature) 


